
・北海道教育⼤学において，耐震性のある建物 ※⾯積の割合（耐震化率）は１００％。
※耐震性のある建物 ： 昭和57年（新耐震基準）以降に整備した建物と,耐震診断した結果、耐震性あり（Is値0.7以上）と診断された建物及び,耐震改修済みの建物

対象施設
保有⾯積※１

189,192 ㎡

S５７年以降の
建物⾯積

S５６年以前の建物⾯積

20,543 ㎡

診断の結果，耐震性が
劣ると診断されたもので
未改修のもの

0 ㎡

耐震診断した結果，耐震性有りと
診断されたもの及び，改修済みの
もの

75,133 ㎡

うち耐震診断済み

20,543 ㎡
耐震診断実施率

１００％

耐震性が劣る建物

0 ㎡

平成２７年６⽉４⽇現在

耐震性のある建物
168,649 ㎡

１００％

北海道教育⼤学施設の耐震化の状況

93,516 ㎡

※１ 全保有⾯積から，⼩規模建物⾯積(倉庫・⾞庫等)を除く。
※２ 「国⽴⼤学法⼈等施設実態報告書（平成27年度）」を基に⾯積を算出。


